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1. はじめに 

 南米原産の外来沈水植物であるオオカナダモ

Egeria densa は，切れ藻による栄養繁殖で大規模な群

落を形成し，河川内において様々な問題を引き起こ

すことからオオカナダモの適切な防除・管理手法の

開発が求められる．そのためにはオオカナダモの生

息場所及び生物量の効率的なモニタリング手法を確

立することが課題となる．近年，野外において採水の

みで生物調査が行える環境 DNA 分析が注目されて

いる．しかし，流水域におけるオオカナダモの在/不

在及び生物量を環境 DNA 分析により定量化した研

究例は不足している．本研究では，河川内を流れるオ

オカナダモの断片(切れ藻，葉片)と環境 DNA を，サ

ーバーネットを用いた採集及び採水によりサンプリ

ングし，目視により得られた上流のオオカナダモ被

度と比較することで，オオカナダモの検出及び生物

量推定に対する環境 DNA 分析の有効性について検

討した．  

 

2. 方法 

(1) 現地調査 

 調査区間は，中国地方の 1 級河川である江の川の

土師ダム～坂木川合流部までの約 28 km とし，2019

年 8 月 5 日と 12 月 3 日に調査区間内の支流 18 地点

において現地調査を行った（図-1）．現地調査では，

まず環境 DNA サンプル 1L（表層水）の採水を行っ

た．次に，支流内にサーバーネットを10分間設置し，

切れ藻及び葉片の採集を行った．このとき，採集と並

行してサーバーネット内の流量を算出するため，平

均流速及び平均水深を測定した．採集物のうち同定

が可能な切れ藻は乾燥重量を測定するためフリーザ

ーパックへ，同定が不可能な葉片は環境 DNA 分析を

行うためイオン交換水とともに 500 mL のボトルに

いれ保存した．最後に，調査地点の 100 m 上流のオ

オカナダモ被度を目視により 0～5の 6段階のランク

（0：不在，5：最も多い）に分類した． 

(2) 分析方法 

 サンプル水は，GF/F ガラスフィルターでろ過した

後，ろ紙をアルミホイルに包み約-20℃で冷凍保存し

た．ろ紙からの DNA 抽出はサリベットチューブ及び

DNA抽出キットを用い，抽出したDNAサンプルは，

CFX Connect Real-Time PCR Detection System(BIO-

RAD)を用いて，リアルタイム定量 PCR により環境

DNA 濃度を分析した．切れ藻は同定を行った後，乾

燥炉に入れ 95℃で 12 時間以上乾燥し，乾燥重量を

測定した．葉片サンプルは，ろ過を行った後，フィル

ター上のサンプルを乳鉢及び乳棒を用いてすりつぶ

し，乳鉢内のサンプルをイオン交換水で洗い流すこ

とで再度ろ過を行い，採水サンプルと同様に DNA 抽

出，定量 PCR を行った．サーバーネットの浸水面積

の違いによる採集物の量の差を考慮するため，切れ

藻の乾燥重量，葉片及び採水の環境 DNA 濃度にサー

バーネット内の流量を乗じて，切れ藻フラックス，葉

片及び採水の環境 DNA フラックスを算出した． 

 

図-1 調査地点 
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(3) 統計解析 

 統計解析では， 8 月，12 月の各月におけるオオカ

ナダモ被度のランクと切れ藻フラックス，葉片の環

境 DNA フラックス，採水の環境 DNA フラックスの

関係及び各フラックス相互の関係を単回帰分析を用

いて解析した．単回帰分析では，変数は正規分布が仮

定されるため，skewness が 1 以上の変数に関しては

対数変換を行った．  

 

3. 結果と考察 

(1) サンプリング方法ごとの検出率 

 サーバーネットを用いたオオカナダモ断片の採集

では，切れ藻の場合 8 月で 2/18 地点，12 月で 3/18 地

点において採集でき，葉片の場合 8 月で 11/18 地点，

12 月で 12/18 地点において採集できた．最も検出率

が高かったのは採水の場合で，8 月で 15/18 地点，12

月で 14/18 地点において検出された．また，オオカナ

ダモは 8 月で 9/18 地点，12 月で 8/18 地点において

目視により確認でき，これらの地点における検出率

をサンプリング方法ごとに比較すると切れ藻は

29.4%，葉片は 82.4%，採水は 100%であった．これ

により，支流におけるオオカナダモの在/不在の検出

には採水によるサンプリング方法が最も有効である

ことが示唆された． 

(2) サンプリング方法ごとの生物量の推定 

 図-2 に各月における目視により推定されたオオカ

ナダモ被度と各フラックスの関係を，図-3 に各月に

おける各フラックス間の関係を示す．単回帰分析の

結果，オオカナダモ被度と各フラックスの R2 は 0.4

前後と，調査した季節，サンプリング方法の違いによ

らず正の相関がみられた．この結果，どのサンプリン

グ方法においても調査地点上流の被度を反映するこ

とが示唆された．また各フラックス間の関係では，採

水の環境 DNA フラックスと葉片の環境 DNA フラッ

クスに 8 月で R2 = 0.351，12 月で R2 = 0.660 と正の相

関がみられた．これにより，採水により得られる環境

DNA は葉片などオオカナダモの小さな断片からき

ていると考えられる．  

 

4. 結論 

 本研究では，オオカナダモのモニタリングに対す

る環境 DNA 分析の有効性について検討するため，異

なるサンプリング方法を用いてオオカナダモの在/不

在及び生物量を調査した．その結果，オオカナダモの

検出率は，採水による環境 DNA サンプリングを行っ

た場合が最も高いことが明らかとなった．また，上流

のオオカナダモ被度と採水の環境 DNA フラックス

の間に他のサンプリング同様，正の相関がみられた

ことから，オオカナダモの生物量推定に対する環境

DNA 分析の有効性が示唆された． 

 

図-2 8 月，12 月におけるオオカナダモ被度と各フラックスの関係 

 

図-3 8 月，12 月における各フラックス間の関係 
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